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高
齢
者
福
祉
　
健
康
で
生
き
が

い
を
も
っ
て
生
活
す
る
と
と
も

に
、
共
通
の
趣
味
を
通
じ
て
、

地
域
社
会
で
活
動
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
�

�
要
援
護
高
齢
者
に
対
し
て
は
、

介
護
保
険
制
度
の
普
及
啓
発
や

医
療
機
関
・
社
会
福
祉
団
体
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
制
度

の
利
用
促
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。
�

�
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
に

対
し
て
は
、
家
族
介
護
支
援
事

業
を
進
め
、
認
知
症
高
齢
者
、

虚
弱
高
齢
者
や
重
度
障
害
者
が

地
域
や
家
庭
で
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
�

�
認
知
症
高
齢
者
に
つ
き
ま
し

て
は
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
年
内
の
完
成
と
、

年
度
内
の
事
業
開
始
を
目
指
し
、

一
日
も
早
い
家
庭
介
護
者
の
負

担
軽
減
に
努
め
ま
す
。
�

�
昨
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
総
合
相
談
支

援
活
動
な
ど
の
包
括
支
援
事
業

の
充
実
や
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
、
短
期
入
所
な
ど
在
宅
介
護

予
防
事
業
を
進
め
、
要
援
護
高

齢
者
や
家
族
の
福
祉
向
上
な
ど

自
立
促
進
を
支
援
し
ま
す
。
�

障
害
者
福
祉
　
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
き
自
立
支
援
給
付

事
業
や
地
域
生
活
支
援
事
業
な

ど
、
総
合
的
な
施
策
の
推
進
に

よ
り
日
常
生
活
の
便
宜
を
図
り

ま
す
。
�

児
童
福
祉
　
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境

の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
第
3

子
以
上
を
出
産
さ
れ
た
人
に
対

し
、
祝
い
金
な
ど
の
支
給
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

児
童
手
当
に
つ
い
て
、
3
歳
未

満
ま
で
の
乳
幼
児
加
算
を
行
い

支
給
し
ま
す
。
�

�
乳
児
保
育
促
進
事
業
な
ど
の

特
別
保
育
を
積
極
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
本
年
度
よ
り
乳
児

の
無
料
化
な
ど
3
歳
未
満
児
の

保
育
料
の
大
幅
な
軽
減
策
を
新

た
に
加
え
、
実
施
し
ま
す
。
�

放
課
後
児
童
の
育
成
　
城
内
、

新
山
、
玉
川
地
区
に
児
童
ク
ラ

ブ
を
継
続
し
て
設
置
し
、
児
童

の
健
全
育
成
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
�

保
健
衛
生
　
多
項
目
検
診
な
ど

の
実
施
と
受
診
率
の
向
上
を
図

り
、
疾
病
の
早
期
発
見
に
努
め

ま
す
。
�

　
介
護
予
防
事
業
や
保
健
栄
養

講
座
を
実
施
し
、
健
康
の
増
進

や
健
康
管
理
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
�

地
域
医
療
　
村
内
の
一
般
診
療

所
と
歯
科
診
療
所
の
ほ
か
、
久

慈
保
健
所
、
県
立
久
慈
病
院
や

久
慈
医
師
会
を
通
じ
、
久
慈
市

内
等
の
医
療
機
関
と
連
携
を
密

に
し
、
地
域
医
療
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
�

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
�

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
�

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
�

福
祉
社
会
を
め
ざ
し
て
�

平成19年度�

施政方針�
村民の目線に立ち、�
結いと協働によるむらづくり�

　３月９日から行われた村議会３月定例会の初日、小田祐士村長が

平成19年度の村政の方向を定める施政方針を述べました。�

�小田村長は｢豊かな自然と活力にみちた住民が主役のむら｣に向け、

六つの主要施策を基本とする村政運営の所信を力強く述べました。�

�ここでは、その主な内容を紹介します。�
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治
山
・
治
水
・
海
岸
保
全
対
策
�

�
昨
年
の
台
風
12
号
な
ど
に
よ

り
被
災
し
た
、
前
浜
地
区
防
潮

堤
の
か
さ
上
げ
を
含
め
た
復
旧

事
業
が
採
択
さ
れ
、
今
後
は
残

さ
れ
た
部
分
の
整
備
を
国
・
県

に
要
望
し
ま
す
。
�

�
10
月
の
低
気
圧
被
害
に
よ
る

南
浜
地
区
の
山
腹
崩
落
に
つ
い

て
は
、
県
単
治
山
事
業
へ
の
経

費
負
担
を
行
い
、
愛
宕
町
地
区

の
法
面
崩
落
に
つ
い
て
も
、
早

期
実
施
を
要
望
し
ま
す
。
�

�
洪
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

明
内
川
下
流
域
の
改
修
と
泉
沢

川
へ
の
河
川
放
水
路
建
設
の
早

期
着
工
と
、
侵
食
の
激
し
い
米
�

田
地
区
海
岸
の
侵
食
対
策
を
�

国
・
県
に
要
望
し
ま
す
。
�

住
宅
　
昨
年
度
に
引
き
続
き
村

営
新
山
住
宅
の
整
備
を
進
め
、

魅
力
あ
る
住
環
境
の
整
備
に
努

め
ま
す
。
�

　
村
単
独
事
業
と
し
て
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
、
居
住
環
境
の
充

実
と
村
内
の
商
工
業
な
ど
の
振

興
に
努
め
ま
す
。
�

水
道
　
野
田
簡
易
水
道
改
修
基

本
計
画
に
基
づ
き
低
水
圧
地
域

の
解
消
と
泉
沢
地
区
な
ど
へ
の

配
水
管
の
増
設
を
図
る
ほ
か
、

下
水
道
整
備
に
伴
う
水
需
要
の

増
加
を
見
込
み
計
画
的
・
効
率

的
な
施
設
整
備
を
図
り
ま
す
。
�

下
水
道
　
汚
水
処
理
実
施
計
画

を
も
と
に
、
計
画
区
域
内
の
整

備
促
進
や
米
田
地
区
農
業
集
落

排
水
と
公
共
下
水
道
と
の
接
続

な
ど
事
業
間
の
調
整
を
図
り
、

経
済
的
・
効
率
的
な
施
設
整
備

を
進
め
ま
す
。
�

�
米
田
地
区
の
集
落
排
水
事
業

と
、
個
別
処
理
区
域
へ
の
浄
化

槽
設
置
整
備
事
業
の
導
入
を
進

め
ま
す
。
�

村
道
　
城
内
二
又
線
の
補
償
調

査
と
工
事
の
一
部
施
工
、
舘
公

園
線
の
測
量
調
査
へ
の
着
手
、

道
路
側
溝
な
ど
の
整
備
や
道
路

の
適
正
な
維
持
管
理
を
進
め
、

安
心
・
安
全
な
道
路
環
境
の
確

保
を
図
り
ま
す
。
�

国
・
県
道
　
国
道
45
号
米
田
地

区
の
歩
道
の
整
備
、
主
要
地
方

道
野
田
山
形
線
上
明
内
・
大
葛

間
の
改
良
、
県
道
野
田
港
線
へ

の
歩
道
の
設
置
、
安
家
玉
川
線

の
拡
幅
と
改
良
整
備
、
高
規
格

幹
線
道
路
の
八
戸
・
久
慈
自
動

車
道
と
三
陸
北
縦
貫
道
路
の
早

期
着
工
―
な
ど
を
国
や
県
に
対

し
要
望
し
ま
す
。
�

魅
力
あ
る
生
活
基
盤
の
�

創
造
を
め
ざ
し
て
�

環
境
衛
生
　
循
環
型
社
会
の
構

築
を
め
ざ
し
、
分
別
収
集
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
�

�
村
や
地
域
が
設
置
し
た
資
源

ご
み
集
積
場
所
の
施
設
の
利
用

拡
大
を
進
め
、
村
一
丸
と
な
っ

た
生
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組

み
や
、
公
共
施
設
な
ど
で
の
自

家
処
理
を
検
討
し
ま
す
。
�

消
防
・
防
災
　
昨
年
度
策
定
し

た
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

避
難
対
象
地
区
住
民
を
対
象
と

し
た
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
の

実
施
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

強
化
、
防
災
意
識
の
高
揚
な
ど

に
努
め
ま
す
。
�

�
消
防
団
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
団
員
の
各
種
訓
練
な
ど
へ

の
参
加
を
促
し
、
団
員
の
資
質

向
上
に
努
め
ま
す
。
�

�
昨
年
度
整
備
し
た
雨
水
排
水

ポ
ン
プ
の
的
確
な
運
用
・
管
理

に
努
め
、
出
水
時
の
浸
水
対
策

に
対
処
し
ま
す
。
�

交
通
安
全
対
策
　
1
月
に
記
録

し
た
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
6
年

を
さ
ら
に
延
ば
し
、
住
民
一
人

一
人
の
交
通
モ
ラ
ル
を
高
め
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
交
通
安
全
教
室
、

街
頭
で
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
街
路
灯
、
道
路
標
識
等

の
交
通
安
全
施
設
の
点
検
な
ど

積
極
的
に
進
め
ま
す
。
�

快
適
な
環
境
と
安
全
で
�

住
み
よ
い
村
を
め
ざ
し
て
�

豊
か
な
自
然
と
活
力
に
み
ち
た
�

住
民
が
主
役
の
む
ら
へ
向
け
て
�

　わたしは、村民の福祉の向上、安心・安全の確保、産

業の振興を念頭に、基本理念である「村民の目線に立っ

た行政運営」に基づき、多くの村民の皆さんから村に対

する意見、提言を聞きながら、「結い」と「協働」による

むらづくりを引き続き進めます。�

�わが国の経済は、景気拡大期が「いざなぎ景気」を超

え回復していると言われておりますが、当地域において

はその実感がなく、雇用状況の悪化、少子高齢社会の急

速な進展など、明るさが見えない厳しい状況が続いてい

ます。�

�村の各事業は順調に推移しているものの、少子高齢社

会への対応、産業の振興発展、就労機会の確保等難問が

山積しております。�

�このような状況を真摯に受け止め、野田村行政改革大

綱に基づく行財政改革の一層の推進をはじめとして、財

政運営の健全化、効率化に配慮しつつ、昨年度からスタ

ートした野田村総合計画により、村民の皆さんから理解

と協力をいただき「豊かな自然と活力にみちた住民が主

役のむら」に向けて、引き続き取り組みます。�

平成19年度の施政方針を述べる�
小田祐士村長�
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農
業
　
気
象
条
件
や
立
地
特
性

を
生
か
し
、
地
域
振
興
作
目
を

中
心
に
担
い
手
の
育
成
確
保
に

努
め
な
が
ら
、
経
営
規
模
の
拡

大
と
生
産
性
を
高
め
ま
す
。
�

�
集
落
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践

を
促
し
、
高
収
益
作
物
の
導
入

拡
大
や
麦
・
大
豆
の
団
地
化
へ

の
取
り
組
み
で
効
率
的
な
転
作

を
進
め
、
認
定
農
業
者
な
ど
担

い
手
農
家
の
育
成
に
一
層
努
め

ま
す
。
�

�
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
農
家
の

規
模
拡
大
と
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ

の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
導
入
や
リ
ン

ド
ウ
、
小
菊
の
種
苗
の
購
入
に

助
成
し
ま
す
。
�

�「
産
直
ぱ
あ
ぷ
る
」を
通
じ
て

の
野
菜
な
ど
の
通
年
販
売
体
制

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
�

畜
産
　
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
優
良
た
い
肥
製
造
実
証

事
業
を
展
開
し
て
、
家
畜
排
せ

つ
物
の
適
正
管
理
と
耕
種
農
家

が
求
め
る
良
質
た
い
肥
生
産
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
�

　
肉
豚
価
格
差
補
て
ん
事
業
や

ブ
ロ
イ
ラ
ー
価
格
安
定
対
策
事

業
に
対
し
助
成
し
、
飼
育
農
家

の
経
営
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。
�

林
業
　
森
林
の
持
つ
多
面
的
な

機
能
の
持
続
的
発
揮
と
、
森
林

資
源
の
質
的
高
度
化
を
図
り
、

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
の
交
付
に
よ
り
、
計
画
的
な

森
林
施
業
の
地
域
活
動
を
支
援

し
ま
す
。
�

�
シ
イ
タ
ケ
、
山
ブ
ド
ウ
な
ど

特
用
林
産
物
に
つ
い
て
も
、
そ

の
生
産
拡
大
と
品
質
向
上
を
図

り
、
農
林
家
の
所
得
向
上
に
繋

が
る
よ
う
努
め
ま
す
。
�

水
産
業
　
基
幹
で
あ
る
秋
サ
ケ

の
水
揚
高
は
5
年
ぶ
り
の
豊
漁

と
な
っ
た
ほ
か
、
ア
ワ
ビ
漁
も

比
較
的
好
調
で
し
た
が
、
相
次

ぐ
台
風
、
低
気
圧
に
よ
る
高
波

で
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
施
設
や

定
置
網
が
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
の
た

め
、
ヒ
ラ
メ
の
放
流
に
係
る
経

費
負
担
や
ア
ワ
ビ
種
苗
放
流
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。
�

�
村
単
独
事
業
の
養
殖
漁
業
生

産
対
策
事
業
で
養
殖
漁
業
の
振

興
を
図
り
、
ホ
タ
テ
小
型
貝
の

流
通
を
促
進
す
る
た
め
、
貝
毒

検
査
費
用
と
ホ
タ
テ
ガ
イ
蓄
養

施
設
に
併
設
す
る
海
水
滅
菌
装

置
整
備
へ
の
助
成
も
併
せ
て
行

い
ま
す
。
�

基幹の秋サケ漁の水揚げは、前年を４�
割以上も上回りました�

地
域
活
力
を
創
造
す
る
�

産
業
の
展
開
を
め
ざ
し
て
�

学
校
教
育
　
一
人
一
人
の
能
力
、

適
性
に
応
じ
た
教
育
の
展
開
や

教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
な
が

ら
「
知
育
面
」、「
徳
育
面
」、「
体

育
面
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、

「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
た

野
田
っ
子
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。
�

�
国
際
化
が
一
層
進
む
中
、
学

校
で
の
国
際
理
解
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助

手
の
小
・
中
学
校
へ
の
派
遣
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
�

�
一
村
一
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
さ
ら

に
進
め
、
開
か
れ
た
学
校
、
特

色
あ
る
学
校
、
信
頼
さ
れ
る
学

校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
�

生
涯
学
習
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
関
連
施
設
の
効
果
的

な
活
用
や
青
少
年
の
健
全
育
成

に
向
け
、
地
域
と
の
連
携
・
協

力
を
も
と
に
支
援
し
、
世
代
間

交
流
事
業
を
進
め
ま
す
。
�

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
　
誰
も
が
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お

い
て
、
生
き
が
い
や
健
康
づ
く

り
な
ど
の
目
的
で
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
み
、

打
ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
す
。
�

芸
術
文
化
　
村
芸
術
文
化
協
会

と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
村

民
の
文
化
に
対
す
る
意
識
高
揚

に
努
め
ま
す
。
�

豊
か
な
心
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
�

生
涯
学
習
の
推
進
を
め
ざ
し
て
�

バランスのとれた「生きる力」を身に付けた�
野田っ子をはぐくみます�
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漁
港
機
能
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
野
田
漁
港
の
臨
港
道

路
な
ど
の
整
備
、
玉
川
漁
港
の

北
沖
防
波
堤
の
築
堤
の
継
続
、

下
安
家
漁
港
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
港
口
閉
鎖
に
よ
る
防
波
堤

の
築
堤
を
進
め
ま
す
。
�

商
工
業
　
国
内
の
経
済
は
、
景

気
拡
大
期
が
戦
後
最
長
と
な
っ

た
と
は
い
う
も
の
の
、
本
村
に

お
い
て
は
そ
の
実
感
が
な
く
、

経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状

況
に
対
処
す
る
た
め
、
村
内
共

通
商
品
券
発
行
事
業
や
「
定
期

市
」
の
開
催
な
ど
活
発
な
事
業

の
展
開
を
支
援
し
ま
す
。
�

観
光
　
久
慈
広
域
観
光
協
議
会
�

等
と
連
携
を
図
り
、
グ
リ
ー
�

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
体
験
・

交
流
型
観
光
へ
の
移
行
を
図
り

ま
す
。
�

　「
の
だ
砂
ま
つ
り
」
や
「
観
光

ま
つ
り
」
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
は
、
企
画
・
研
究
を
充
実
し
、

野
田
村
な
ら
で
は
の
催
し
と
な

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
�

　
特
産
品
の
「
ホ
タ
テ
」
や
「
の

だ
塩
」
を
核
に
ネ
ッ
ト
販
売
な

ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
新
た

な
特
産
品
の
開
発
に
も
力
を
入

れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
�

出
稼
ぎ
労
働
者
対
策
　
健
康
で

安
全
な
就
労
を
確
保
す
る
た
め
、

出
稼
ぎ
労
働
者
就
労
懇
談
会
を

開
催
し
就
労
情
報
提
供
、
多
項

目
健
康
診
断
を
実
施
し
、
就
労

者
の
援
護
対
策
に
努
め
ま
す
。
�

　
就
労
者
が
高
度
な
技
術
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
技
能
訓
練
、

資
格
取
得
な
ど
に
つ
い
て
、
労

務
者
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
事

業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
�

雇
用
対
策
　
村
内
の
事
業
所
な

ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

就
労
機
会
の
創
出
に
努
め
、
求

人
情
報
を
広
く
提
供
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
雇
用
・
就
労
機

会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
�

住
民
と
行
政
の
連
携
に
よ
る
�

計
画
の
推
進
を
め
ざ
し
て
�

　「
結
い
」
と
「
協
働
」
�

に
よ
る
む
ら
づ
く
り

を
定
着
さ
せ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
、

21
世
紀
む
ら
づ
く
り

委
員
会
の
活
動
の
促

進
や
村
む
ら
づ
く
り

運
動
推
進
協
議
会
の
�

活
動
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
�

�
全
国
的
に
男
女
平
等
の
実
現

に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
に
向
け
、「
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
し
ま
す
。
�

　
第
４
次
野
田
村
行
政
改
革
大

綱
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
の
適

正
化
や
財
政
運
営
の
健
全
化
に

努
め
ま
す
。
�

　
健
全
財
政
を
堅
持
し
、
財
源

の
効
率
的
な
運
用
を
図
り
な
が

ら
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

伴
う
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
施
策
の
重
点
化
と
効
率
化

の
徹
底
に
努
め
ま
す
。
�

住
民
と
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
が
広
�

が
っ
て
い
ま
す
。
下
安
家
地
区
の
避
�

難
路
の
整
備（
右
）と
、
小
型
除
雪
機
�

で
駐
車
場
を
除
雪
す
る
上
明
内
地
区
�

の
住
民（
下
）
�

｢野田村の浜仕事体験ツアー｣で、特産品のホタテ�
の養殖作業を体験するツアー客�

港
口
閉
鎖
に
よ
り
防
波
堤
の
築
堤
�

が
進
め
ら
れ
る
下
安
家
漁
港
�
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　歳入　村に入るお金(歳入)はその性質によって自

主財源と依存財源に分けられます。自主財源は、村

税や村の施設の使用料・手数料など村が独自に集め

ることができるものです。依存財源は、適切に地方

自治が運営できるように国が、自治体に国税の一定

割合を交付する地方交付税や、国・県などからの補

助金、そして村の借金に当たる村債などです。�

　村税など自主財源の総額は６億2,992万円で全体�

の22.8％、国や県などから交付される補助金などの�

依存財源の総額は21億2,923万円、77.2％で歳入の�

大部分を依存財源が占めています。�

億5,915万円�
平成19年度�

　平成19年度の予算が村議会３月定例会で決まりまし�
た。一般会計予算の予算額は27億5,915万円で、昨年�
度に比べ１億2,815万円、4.9％の増加となりました。�
　ここでは、わたしたちの生活に最も身近な一般会計
予算のあらましを紹介します。�

予算27予算27

一般会計�
■民生費�
・自立支援給付等事業　　　　　　　　　　 4,296万円�
・高齢者および障害者にやさしい住まいづくり�
　推進事業費補助金 　　　　　　　　　　　1,200万円�
・老人福祉対策　　　　　　　　　　　　　 8,112万円�
・保育所運営経費　　　　　　　　　　　１億803万円�
■農林水産業費�
・しいたけ等特用林産物生産施設整備事業　　254万円�
・養殖漁業生産対策事業費補助金　　　　　　540万円�
・漁港整備事業（野田・玉川・下安家） ２億9,486万円�
■商工費�
・住宅リフォーム奨励事業　　　　　　　　　100万円�
・観光みやげ品等開発補助金　　　　　　　　 50万円�
■土木費�
・道路橋りょう費（城内二又線、舘公園線改良舗装、�
　泉沢松川線等側溝改修事業）　　 　　１億1,010万円�
・道路台帳整備　　　　　　　　　　　　　　651万円�
■消防費　�
・９分団屯所新築整備　　　　　　　　　　 1,165万円�
■教育費�
・小学校照明設備改修事業　　　　　　　　　473万円�
�
特別会計�
●農業集落排水事業費�
・米田地区農業集落排水施設事業　　　 　 １億50万円�
●公共下水道事業費�
・公共下水道施設整備事業　　　　　　　　 5,531万円�
●簡易水道事業�
・野田簡易水道拡張事業費など　　　　 ２億3,009万円�

主な事業を紹介します�

　歳出　歳出を目的別に主な事業でみると、民生費�

は保育所運営費に１億803万円、農林水産業費が漁�

港の整備やホタテなどの養殖漁業生産対策事業に約�

３億円、商工費では昨年度に引き続き住宅リフォー�

ム奨励事業に50万円増の100万円が使われます。�

　土木費については、安全・安心な道路環境の整備�

に１億1,661万円が、消防費では、消防団活動の拠�

点でもある屯所などの整備に1,165万円が使われ、皆

さんの生命と財産を守ります。�

村民ひとりあたりの･･･�

○予算額　　　　　　542,606円�
○村　税　　　　　　 58,894円�
○借金(村債)残高　　644,488円�
※数値は一般会計、人口は5,085人(平成19年3月31日現在)で計算�

１億8,130万円�

３億2,019万円�簡　 易　 水　 道�

853万円�

４億3,000万円� △10.4

１億8,225万円�

６億5,000万円�

老　 人　 保　 健�

国 民 健 康 保 険�

公 共 下 水 道�

27億5,915万円�

農 業 集 落 排 水�

漁 業 集 落 排 水�

1.7

0.3国　 民　 宿　 舎�

12.1

153.8

△49.4

37.8

１億3,379万円�

前年比(％)19年度予算�

4.9　　一　 般　 会　 計�

区　　　　　分�

特
別
会
計
�

各会計の予算額�

億5,915万円�
平成19年度�

　平成19年度の予算が村議会３月定例会で決まりまし�
た。一般会計予算の予算額は27億5,915万円で、昨年�
度に比べ１億2,815万円、4.9％の増加となりました。�
　ここでは、わたしたちの生活に最も身近な一般会計
予算のあらましを紹介します。�

歳入�
27億5,915万円�

自主財源�

依存財源�
（77.2％）�

（22.8％）�

繰入金�
2億4,650万円�
（8.9％）�

村税�
2億9,948万円�
（10.9％） 

その他�
8,394万円�
（3.0％）�

地方交付税�
13億3,900万円�
（48.5％）�

県支出金�
2億5,907万円�
（9.4％）�

村債�
3億420万円�
（11.0％）�

国庫支出金�
1億4,746万円�
（5.3％）�

その他�
7,950万円�
（3.0％）�

歳出�
27億5,915万円�

農林水産業費�
4億3,337万円�
（15.7％）�

公債費�
5億2,708万円�
（19.1％）�

民生費�
4億2,273万円�
（15.3％）�

総務費�
3億6,303万円�
（13.2％）�

土木費�
3億1,693万円�
（11.5％）�

教育費�
2億2,641万円�
（8.2％）�

衛生費�
1億9,084万円�
　　　（6.9％）�

消防費�
1億6,189万円�
（5.9％）�

商工費�
6,455万円�
（2.3％）�

議会費�
4,871万円�
（1.8％）�

その他�
361万円�
（0.1％）�
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村行政組織と事務分担表�
◎村長部局�

村長・小田祐士（内線 100）　副村長・坂本延雄（内線 101）�

人事異動により各課などの村職員の人員配置や、�
担当する事務・事業が次のとおりになりました。�

係員　※太字は定期異動者。（　)は嘱託・臨時職員。(県)�
は県職員。（兼)は兼務、（新)は新採用、（併)は併任��

主 な 事 務 ・ 事 業 �
課　　　室�

(直通の電話番号)

総合政策室 主査・貮又正貴 

庁舎・職員の管理、村の財産管理、予算・財政、�
消防防災、情報公開、村長秘書、文書受け付け、�
電話交換�

企画調整、行政連絡員、広報、統計調査、友好町�
村交流事業、交通政策�

住民懇談会、総合政策、要望�

庶務財政班（111､112､113）　庶務財政班総括主査・辻�
鼻一男、主査・神田康弘、同・小野寺輝彦 (併）、同・八�
幡重光、主事・上山晃、（下向恵理）�

中川昇＝社会福祉協議会派遣、大平利矢＝久慈広域連合派遣�総 務 課 付 �

総　務　課�
課長・外舘則男�
78-2111（110）�

総合政策室�
室長・沢里清公�
（117） 

住民福祉課�
課長・上野　夫�
78-2927、2928 
（130） 

産業振興課�
課長・米田忠一�
78-2926（120）�

税　務　課�
課長・辻鼻大作�
78-2930（150）�

地域整備課 
課長・米田一志�
78-2932、2933 
（210） 

国民宿舎支配人�
(支配人・鈴木清一)�

78-2225 

出 納 室 �

会計管理者兼�
出納室長･野　泰斗�
78-2931（160）�

保健福祉班（131､132､135､136）　主幹兼保健福祉班総�
括主査・岩城啓二、主任主査・明内重雄、主査・小野寺�
勝幸、同・土橋容子、保健師・大上有子、同・中村佳津�
美、（栄養士・小野優子）�

農林水産班（121､122）　主幹兼農林水産班総括主査・�
小谷地英正、主任主査・新山雄一、主査・前川浩一、主�
事・小野寺修一�

商工観光班（125）　商工観光班総括主査・大崎剛、主�
任主査・明内和重、（外舘麻美）�

税務班（151､152､153）　主幹兼税務班総括主査・前田�
有好、主任主査・湯山修、主査・小屋畑浩明、同・小野�
寺勝�

土木班（211､212）　主幹兼土木班総括主査・松本良治、�
主任主査・下向邦武、主査・前川満、（中居愛）�

水道班（225）　水道班総括主査・熊谷清志、主事・高�
田光晴�

下水道班（221､222）　主幹兼下水道班総括主査・宇部�
浩一、主任主査・前田宏志、主査・藤森秀規�

(調理長・浅沼諭）、（坂本和也）、（南川洋子）、（川戸大輔）、�
(大沢厚見）、（大沢美和）、（北田幸太郎）、（関好行）、�
(高田喜美子）�

会計班（161）主査・小谷地鉄也、（下向和代）�

戸籍住民登録、労働福祉、軍人恩給、人権擁護、�
交通安全、国保、老人・乳幼児・妊産婦・障害者�
(児)・母子･寡婦医療、国民年金、消費生活�

ごみ対策、犬の登録、予防接種・検診、生活保護、�
児童手当、介護保険、保育所・児童館、老人・障�
害者自立支援・母子福祉�

農業生産振興・経営改善・流通、農道・ほ場など�
基盤整備、農村生活改善、畜産、林業、水産�

観光、商工業�

納税証明、住民・固定資産・軽自動車・国保税、�
納税組合、家屋評価・地籍図�

漁港建設、村道改良・管理、河川改修、都市計画、�
建築確認、村営住宅�

水道施設の維持管理、水道使用料�

公共下水道、集落排水事業・施設の維持管理、使�
用料、合併処理浄化槽�

国民宿舎えぼし荘の運営�

支出・収入の審査確認、会計諸帳簿の管理、村の�
公共料金窓口、県収入証紙�

選挙管理委員会事務局 

農業委員会事務局 

監査委員事務局 

議会事務局  78-2934（200､201）�局長・吉田照夫、総括主査・泉澤弘(併）、主査・中野俊男(併) 

局長・吉田照夫、泉澤弘(併）、中野俊男 

局長・吉田照夫、泉澤弘(併）、中野俊男(併)

書記長・外舘則男(併）、小野寺輝彦 

◎議会・各種委員会事務局�

給食センター�

小 中 学 校 �

事　務　局�

教育次長 
米田　收�

78-2936（451）�

表彰、委員会の組織・予算・財産管理�総務班（453）　主査・古山秋男�

学校教育班（452､453）　主幹兼学校教育班総括主査・�
原田文雄、指導主事・柏木廣喜(県)、英語指導助手・�
ジェマ・クレーヴェン�

生涯学習・教育振興事業、青少年健全育成、芸術�
文化、文化財の指定・保護、ＩＴ講習、家庭教育・�
いきいき講座�

小中学校の管理・運営、児童生徒の就学・安全衛�
生・福利厚生、通学バスの運行管理、教育研修指�
導、学校給食�

スポーツ・レクリエーションの奨励、総合運動公�
園など体育施設の管理・運営、各種スポーツ大�
会・講習会�

生涯学習文化班（455､456）生涯学習文化班総括主査・�
中村一浩、主事・廣内鉄也、(社会教育指導員・林崎みさ)、�
(佐藤朱）、アジア民族造形館（川土則子、田中美保）�

生涯スポーツ班（454､455）　生涯スポーツ班総括主査・�
田中和弘、主任主査・中居正美、主事・中野誠（新）�

所長・米田收(兼）、田中和弘(兼）、栄養教諭・小屋畑知美(県)

小学校用務員（狩野透）、中学校用務員（山田和子）�

◎教育委員会�

住民生活班（141､142､143）　住民生活班総括主査・�
小屋畑勝久、主事・下畑利明、主事・大沢由美子、�
（大平妙子）、（金子昌子）�

企画調整班（115､116）　企画調整班総括主査・中村剛、�
主査・大沢勝利、主事・島川英知（新）�
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4
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選

挙
は
、8
日
に
県
知
事
選
挙
、22

日
に
村
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
本
村
の
投
票
率
は
、
知
事
選

66
・
76
％
、
村
議
選
83
・
20
％
で

知
事
選
で
は
前
回
を
10
・
05
％
、

村
議
選
は
２
・
76
％
前
回
を
下

回
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、県
議
会
議
員
選
挙（
久

慈
選
挙
区
・
定
数
2
）
は
、
届
け

出
順
に
中
平
均
氏（
35
）＝
民
主

＝
、
嵯
峨
壱
朗
氏
（
48
）
＝
自
民

＝
の
二
氏
が
無
投
票
当
選
で
決

ま
り
ま
し
た
。�

　
村
議
選
で
は
、
議
員
定
数
が

2
人
減
り
、
12
人
な
っ
て
初
め

て
の
選
挙
に
15
人
が
立
候
補
。

即
日
開
票
の
結
果
、
新
し
い
議

員
12
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
投
票
は
22
日
午
前
7
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
村
内
9
投
票
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た

ち
に
最
も
身
近
な
選
挙
と
あ
っ

て
、投
票
所
に
は
朝
早
く
か
ら
�

多
く
の
有
権
者
ら
が
詰
め
掛
�

け
て
い
ま
し
た
。�

　
選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
、

四
千
八
十
三
人
（
男
千
九
百
六

十
二
人
、女
二
千
百
二
十
一
人
）

で
、
男
性
の
投
票
者
数
は
千
五

百
六
人
、
76
・
76
％
、
女
性
は
千

八
百
九
十
一
人
、で
89
・
16
％
の

投
票
率
で
し
た
。�

　
開
票
は
、
同
日
午
後
7
時
か

ら
村
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
�

た
。
参
観
人
約
２
５
０
人
が
見

守
る
中
、
開
票
作
業
は
慎
重
に

進
め
ら
れ
、午
後
8
時
、新
し
い

議
員
12
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。�

　
当
選
証
書
の
付
与
式
は
23
�

日
、役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、中

野
久
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
一

人
一
人
に
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。�

　
新
議
員
の
任
期
は
、
30
日
か

ら
向
こ
う
4
年
間
、
わ
た
し
た

ち
の
代
表
と
し
て
、
村
の
明
日

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

開票作業は、午後7時から村体育館で行われました�

たくさんの参観人が開票作業を見守りました�

村
の
未
来
を
託
す
12
人
が
決
定
�
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統
一
地
方
選
挙
を
締
め
く
く
る
野
田
村
議
会
議
員
選

挙
は
、
22
日
に
投
票
が
行
わ
れ
即
日
開
票
の
結
果
、
新
し

い
議
員
（
現
職
９
人
、
新
人
３
人
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。
議

員
定
数
が
2
人
減
り
、
12
人
と
な
っ
て
初
め
て
行
わ
れ
た

選
挙
。
投
票
率
は
83
・
20
％
で
平
成
15
年
の
前
回
を
下
回

り
ま
し
た
。�

現
職
９
人
、
新
人
３
人
が
当
選
�

村議・知事選開票結果�
統一地方選挙�
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村
議
選
の
�

投
票
率
は
�

有効投票数　3,384票�

無効投票数　　 13票�

投 票 総 数　3,397票�

※年齢は4月22日現在�
※党派別の「無」は無所属、�
「共」は日本共産党、「現」は�
現職、「新」は新人�

83.20％�

（男62.86％、女70.36％）�
　※参考　前回投票率 76.81％�

有効投票数　2,697票�

無効投票数　　 30票�

投 票 総 数　2,727票�

投票率 66.76％�

村議会議員選挙の投票所別投票者数（人、％)�

４月８日県知事選挙の開票結果�

候補者名� 党派� 野田村�

た っ そ 拓 也 �

菅 野 つ ね の ぶ �

ザ・グレート・サスケ�

や な ぎ む ら 純 一 �

61,922 票�

48,456 票�

23,150 票�

158,881 票�

岩手県�

454,135 票�

芦 名 鉄 雄 �

当落�

当�

181 票�

195 票�

1,223 票�

1,035 票�

63 票�

無新�

無新�

無新�

無新�

無新�

4月22日村議会議員選挙の開票結果(得票順)

ヒロナイカズユキ� 54331 野田村大字野田14-98-1 無新�

党派別�職　業�

無　　職�

得票数� 年齢�

当�

小野寺　忠　孝� 59322.680 野田村大字野田24-26 無現�農　　業�当�

二　又　正　人� 60312 野田村大字野田21-267-2 無新�無　　職�当�

内野沢　　　進� 59263 野田村大字野田5-14 無新�農　　業�当�

山　田　ようこ� 48262 野田村大字野田22-309-17 無現�無　　職�当�

田　中　義　一� 55259 野田村大字野田35-56-1 無現�会社役員�当�

岩岡　きちひこ� 58242 野田村大字野田17-30-2 無現�会社役員�当�

八　幡　文　耕� 57230 野田村大字野田15-43 無現�農　　業�当�

宇　部　武　典� 65221 野田村大字野田28-21-14 共現�無　　職�当�

藤　森　俊　勝� 57211 野田村大字野田10-40-323 無現�会社役員�当�

大　沢　吉　雄� 68204 野田村大字野田28-3 無現�会社役員�当�

中野　かつすけ� 57185 野田村大字野田28-23 無現�農　　業�当�

古　舘　みきお� 59184 野田村大字玉川4-30-13 無現�農　　業�次�

小野寺　　　豊� 55151.319 野田村大字野田23-12-1 無新�会　社　員�　�

小谷地　正　平� 576 野田村大字野田31-17-1 無新�無　　職�　�

候補者氏名� 住　　　　所�
ふ　　り　　が　　な�

ひ　 ろ　 な　 い　 か　 ず　 ゆ　 き�

お　 の　でら　　　ちゅう　　　こう�

ふた　　 また　　 まさ　　　　と�

うち　の　さわ　　　　　　　　 すすむ�

やま　　　　だ�

た　　　 なか　　　 ぎ　　　 いち�

いわ　おか�

はち　　 まん　　 ぶん　　 こう�

う　　　　 べ　　　 たけ　　 のり�

ふじ　　 もり　　 とし　　 かつ�

おお　　 さわ　　 きち　　　 お�

なか　の�

ふる　　 だて�

お　 の　でら　　　　　　　　 ゆたか�

こ　 や　 ち　　　 しょう　　　へい�

選挙当日の有権者数(人)� 投票者数(人)(期日前投票含)  投票率(％)�

男� 女� 計� 男� 女� 男� 男� 女� 計�

※参考�
前回の�
投票率�

第  １� 横　合� 98 104 202 87 100 187 88.78 96.15 92.57

146 142 288 120 138 258 82.19 97.18 89.58

396 423 819 291 383 674 73.48 90.54 82.30

659 720 1,379 508 647 1,155 77.09 89.86 83.76

249 272 521 172 235 407 69.08 86.40 78.12

137 155 292 109 137 246 79.56 88.39 84.25

176 205 381 137 160 297 77.84 78.05 77.95

56 61 117 44 54 98 78.57 88.52 83.76

45 39 84 38 37 75 84.44 94.87 89.29

1,962 2,121 4,083 1,506 1,891 3,397 76.76 89.16 83.20

94.20

90.54

84.17

85.22

83.33

92.67

79.79

93.65

88.76

85.96

第  ２� 米　田�

第  ３� 泉　沢�

第  ４� 城　内�

第  ５� 新　山�

第  ６� 玉　川�

第  ７� 明　内�

第  ８� 下安家�

第  ９� 根　井�

投票所�地　区�

合　　　計�



　
古
く
か
ら
日
本
人
は
、
自
然

と
と
も
に
共
生
し
な
が
ら
、
大

地
の
恵
み
に
感
謝
し
、
物
を
大

事
に
扱
う
と
い
う
精
神
に
基
づ

き
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
�

　
し
か
し
、
近
年
で
は
、
物
質

的
に
大
変
豊
か
な
生
活
を
送
り
、

大
量
に
物
を
使
い
捨
て
る
と
い

う
消
費
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

へ
と
変
貌
し
て
い
ま
す
。
こ
の

大
量
生
産
、
大
量
消
費
型
の
経

済
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
化
石
燃

料
や
化
学
物
質
の
大
量
消
費
に

よ
っ
て
、
地
球
の
温
暖
化
や
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
、
酸
性
雨
な
ど

の
地
球
環
境
問
題
の
原
因
と
な

り
、
深
刻
な
状
態
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
�

　
村
で
は
、
こ
の
問
題
に
一
人

一
人
が
真
剣
に
取
り
組
み
、
限

り
あ
る
資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
「
循
環
型
社
会
」
を
目
指
す

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
、

村
が
一
丸
と
な
っ
た
「
ご
み
減

量
化
大
作
戦
」
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
�

　
こ
こ
で
は
、
村
の
現
状
と
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
へ
取
り
組
ん

で
い
る
、
中
平
地
区
の
活
動
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。
�

　
18
年
度
に
村
内
の
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
の
年
間
排

出
量
は
、
約
１
５
８
８
㌧
で
、

一
人
当
た
り
約
312
㌔
、
一
日
当

た
り
約
850
㌘
の
ご
み
を
出
し
て
�

い
る
計
算
で
す
。（
右
表
参
照
）
�

　
管
内
で
は
、
久
慈
市
に
次
ぐ

排
出
量
で
あ
り
、
こ
れ
ら
村
内

の
ご
み
を
焼
却
処
分
す
る
た
め
、

村
か
ら
二
千
八
百
七
十
五
万
円

の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
も
し
、
村
民
一
人
が
一
日
100

㌘
の
生
ご
み
の
水
分
を
切
っ
て

か
ら
捨
て
る
と
い
う
行
動
を
起

こ
し
た
場
合
、
一
年
間
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
燃
え
る
ご
み

の
量
は
186
㌧
と
な
り
、
約
336
万

円
も
の
処
理
料
が
削
減
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

【
計
算
式
】
100
㌘
×
365
日
×
５
�

０
８
５
人
（
4
月
1
日
現
在
）
�

＝
約
186
㌧
�

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
大
事

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
�

　
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
の
も
、

守
り
育
て
る
の
も
私
た
ち
の
行

動
ひ
と
つ
で
す
。
次
世
代
へ
豊

か
な
環
境
を
残
す
た
め
、
責
任

あ
る
社
会
生
活
を
送
り
、
明
る

い
未
来
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
�

ごみの減量とストレスの解消。皆さんもそろそろエコ生活�
にスイッチを入れませんか？�

「ごみ」�
真剣に減量化を�
考えよう！�
日々の生活で何げなく排出しているごみ。�

年々ごみの量や不法投棄が増え、これらの処理に

多額の税金が投入されています。�

一人一人が自覚をもって取り組み、ごみの減量化

を真剣に考えませんか？�

大
量
生
産
・
消
費
か
ら
�

循
環
型
社
会
を
目
指
す
�

一
人
当
た
り
312
㌔
排
出
�

村
の
ご
み
事
情
は
深
刻
�

平成18年度久慈管内市町村のごみ処理状況�

一人当たりの可燃ごみ排出量�

0�

50�

100�

150�

200�

250�

300�

350�

㎏�

312.28㎏� 329.02㎏� 182.24㎏� 218.99㎏�

野田村� 久慈市� 洋野町� 普代村�

単位：㎏�
下段：１人当たりの排出量�

107,000

27.91

21.04

1,000,090

22.38

455,710

90,610

25.30

1,653,410

87,800

13.13

17.27

847,500

19.40

395,040

42,630

21.44

1,372,970

31,810

3.78

6.26

273,520

5.69

115,820

12,270

6.92

433,420

31,890

6.54

6.27

246,760

5.28

107,490

21,250

6.24

407,390

10,220

1.62

2.01

90,540

1.91

38,930

5,260

2.29

144,950

1,587,950

218.99

312.28

13,004,520

182.24

3,710,940

711,070

329.02

19,014,480

野田村　�

5,085人�

久慈市　�

39,525人�

洋野町　�

20,363人�

普代村　�

3,247人�

計�

発泡スチロール�空き缶�空き瓶�古　紙�燃えないごみ�燃えるごみ�
市町村名�
下段：人口�
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回収された�
空き缶の山�

た
く
さ
ん
の
空
き
缶
を
ア
ル
ミ
缶
�

と
ス
チ
ー
ル
缶
に
分
け
ま
す
�

　
村
内
に
は
、
地
域
で
排
出
し

た
ご
み
を
資
源
に
変
え
る
活
動

を
し
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。
�

　
城
内
第
一
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
�

平
地
区
（
古
舘
慶
蔵
地
区
連
絡
�

員
・
会
員
19
人
）
の
会
員
た
ち
�

は
、
そ
の
先
進
的
な
活
動
を
自

発
的
に
始
め
、
2
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
�

　
毎
月
、
地
区
の
資
源
ご
み
収

集
日
に
活
動
が
行
わ
れ
、
3
カ
�

所
あ
る
地
区
の
ご
み
集
積
所
か

ら
、
空
き
缶
や
雑
誌
な
ど
の
資

源
ご
み
を
中
平
公
民
館
に
集
め

ま
す
。
収
集
し
た
ご
み
は
、
世

間
話
に
花
を
咲
か
せ
る
会
員
た

ち
の
手
に
よ
っ
て
、
き
れ
い
に

仕
分
け
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
�

　
こ
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

に
取
り
組
む
会
員
の
種
綿
ケ
イ

子
さ
ん
は
「
地
域
の
み
ん
な
と

顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
世
間
話

を
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
で
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま
す
。

定
期
的
に
集
え
る
こ
と
が
楽
し

い
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
を
見

て
、
全
村
的
に
広
ま
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
�

　
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
取

ら
れ
た
資
源
は
、
同
団
体
の
活

動
資
金
と
な
り
、
月
一
回
の
親

睦
会
を
開
き
、
会
員
同
士
の
固

い
絆
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
�

���　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
村
で

は
「
3
Ｒ
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
三
つ
の
取
り
組
み
を
英

語
に
す
る
と
、
全
て
の
頭
文
字

に
Ｒ
が
付
く
こ
と
か
ら
3
Ｒ
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
�

　
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
生
ご
�

み
の
水
分
を
切
る
こ
と
（
リ
デ
�

ュ
ー
ス
）も
、ご
み
を
減
ら
す
大

き
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
�

　
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
、
ご
み
を

仕
分
け
す
る
こ
と
は
多
く
の
手

間
と
時
間
を
要
し
ま
す
。
分
別

の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、

限
り
あ
る
資
源
を
生
か
す
と
い

う
心
掛
け
を
持
つ
こ
と
が
、
ご

み
減
量
化
に
取
り
組
む
た
め
の

第
一
歩
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
�

　
家
庭
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
運
び
込
ま
れ
る
そ
の
ご
み

は
、
捨
て
れ
ば
「
ご
み
」
に
、

仕
分
け
す
れ
ば
「
資
源
」
へ
と

生
ま
れ
変
わ
る
の
で
す
。
�

　
私
た
ち
も
、
エ
コ
人
間
へ
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
ょ
う
。
�

○
住
民
懇
談
会
で
の
説
明
�

○
保
育
所
や
学
校
、
地
域
で
の

「
ご
み
分
別
」
出
前
説
明
会
�

○
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
の
募
集
�

○
生
ご
み
処
理
機
の
導
入
�

○
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施
な
ど
�

○
村
青
年
会
が
設
置
し
て
い
る
�

「
資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
�

の
活
用
�

　
あ
な
た
が
行
っ
て
い
る
ご
み

減
量
化
の
た
め
の
取
り
組
み
や
、

地
球
の
環
境
に
優
し
い
行
動
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

　
村
広
報
な
ど
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
匿
名
で
の
投

稿
も
可
能
で
す
。
採
用
者
に
は

「
ネ
ッ
ト
ぱ
あ
ぷ
る
特
製
エ
コ

バ
ッ
グ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
�

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】
�

役
場
総
合
政
策
室
☎
78
―
２
１

１
１
、
０
２
８
―
８
２
０
１
野

田
村
大
字
野
田
20
―
14
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
�

中
平
地
区
の
会
員
が
�

先
進
的
な
取
り
組
み
�

捨
て
れ
ば
ご
み
�

分
け
れ
ば
資
源
�

今
後
の
主
な
�

ご
み
減
量
化
対
策
�

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！
�

あ
な
た
の
エ
コ
生
活
�

s
o
u
m
u
@
v
ill.

n
o
d
a
.iw
a
te
.jp

　3Ｒ(スリーアール)とは？�

① Reduce（リデュース＝廃棄�

　物の発生を抑える)�

② Reuse（リユース＝使用済み�

　のものを再利用する)�

③ Recycle（リサイクル＝資源�

　として再利用)�

＋�

① Repair（リペア＝修理する)�

② Refuse（リフューズ＝不要�

　なものは断る)

ごみを減らす3Ｒ＋2Ｒ�

　「地元の郵便局に勤め、地域の人

たちに大変お世話になり、地域に恩

返しをしたいと思い活動を始めまし

た。19人の会員の中で、その時に都

合の良い人が常時10人前後集まって

活動しています。大変なこともあり

ますが、月１回の活動と親睦会が楽

しみです。わたしたちのリサイクル

活動が他の地域へ広がり、資源を大

事にし、ごみが少しでも減ってくれ

ればと思います」�

城内第一老人クラブ中平地区連絡員�

資源ごみの回収量と引取料金�

古舘慶蔵さん(67歳)�

合　　計�

新　聞　紙�

雑　　　誌�

スチール缶�

ア ル ミ 缶�

510 ㎏�

370 ㎏�

18年9月～19年2月�

1,420 ㎏�

2,170 ㎏�

29,630 円�

品目�
月�
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黄色い帽子の新１年生。これから�
楽しい小学校生活が始まります� 先輩たちを前に緊張気味の新入生�

斎校長に七つ道具を手渡す中川会長(左)

一
人
一
人
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
力
�

強
く
返
事
を
す
る
新
入
生
�

　
村
内
の
小
・
中
・
高
校
入
学
式
は
、
6
日
か
ら
9
日
に

か
け
て
各
校
で
行
わ
れ
、
会
場
で
は
真
新
し
い
制
服
や
洋

服
に
身
を
包
ん
だ
児
童
や
生
徒
た
ち
が
緊
張
し
た
面
持
ち

な
が
ら
も
胸
を
張
り
、
目
を
輝
か
せ
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。
�

新
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
�

野
田
小
学
校
�

　
小
さ
な
体
に
、
真
新
し
い
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ピ
カ
ピ

カ
の
一
年
生
28
人
の
野
田
小
学

校
入
学
式
は
7
日
、
同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
斎
恵
美
子
校
長
は
「
元
気
よ

く
返
事
を
し
ま
し
ょ
う
。
朝
食

は
必
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
。
交
通

安
全
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

と
三
つ
の
約
束
を
し
ま
し
た
。
�

　
小
田
祐
士
村
長
は
「
元
気
に

走
り
回
っ
た
り
、
お
い
し
い
給

食
を
食
べ
た
り
、
そ
し
て
し
っ
�

か
り
勉
強
を
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
�

　
在
校
生
を
代
表
し
て
、
児

童
会
長
の
小
野
寺
佑
哉
く
ん�

（
6
年
）
は
「
分
か
ら
な
い
こ
�

と
が
あ
っ
た
ら
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
か
ら
い
つ
で
も
聞

い
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん

友
達
を
作
っ
て
、
楽
し
い
学
�

校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
�

い
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。
�

�野
田
中
学
校
�

　
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、

希
望
に
満
ち
た
新
一
年
生
65
人

の
野
田
中
学
校
入
学
式
は
6
日
、
�

同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
�

た
。
�

　
大
庭
誠
一
校
長
は
「
自
分
は

で
き
な
い
な
ど
と
、
決
め
つ
け

ず
に
何
事
に
も
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
�

　
小
田
村
長
は
「
一
日
一
日
を

大
切
に
し
、
勉
学
・
ス
ポ
ー
ツ
�

な
ど
に
励
み
、
将
来
に
向
け
て

の
基
礎
と
体
力
を
身
に
付
け
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
�

　
新
入
生
を
代
表
し
道
上
隼
人

君（
米
田
）は
「
自
覚
を
持
ち
、

何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
、

充
実
し
た
中
学
校
生
活
に
し
て

い
け
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
ま

す
」
と
誓
い
ま
し
た
。
�

久
慈
工
業
高
校
�

　
自
ら
の
意
思
で
選
ん
だ
新
し

い
道
へ
、
一
歩
踏
み
出
し
た
新

入
生
１
０
１
人
の
久
慈
工
業
高

校
入
学
式
は
9
日
、
同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
藤
嶋
博
校
長
は
「
幅
広
い
考

え
方
、
感
じ
方
で
教
養
を
深
め
、

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
強
靭
な
体

と
精
神
を
鍛
え
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
�

　
小
田
村
長
は
「
自
分
の
目
標

や
進
む
道
を
見
つ
け
出
す
と
共

に
、
新
た
な
友
と
友
情
を
深
め

て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
�

　
新
入
生
を
代
表
し
、
沢
里
将

直
さ
ん（
宇
部
中
）は
「
久
慈
工

業
高
校
の
生
徒
と
し
て
誇
り
を

持
ち
、
勉
学
と
ク
ラ
ブ
活
動
を

通
じ
て
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ

ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。
�

　
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
�

（
会
長
・
小
田
祐
士
村
長
）
、
村
�

交
通
安
全
母
の
会
（
中
川
幸
子

会
長
）
な
ど
村
内
の
五
つ
の
団
�

体
が
、
野
田
小
の
新
一
年
生
に

安
全
で
楽
し
い
学
校
生
活
を
願

い
、
黄
色
い
帽
子
や
傘
、
防
犯

ベ
ル
な
ど
「
地
域
安
全
七
つ
道

具
」
と
称
し
た
交
通
安
全
グ
ッ

ズ
を
贈
り
ま
し
た
。
�

　
贈
呈
式
は
5
日
、
同
校
校
長

室
で
行
わ
れ
、
関
係
団
体
を
代

表
し
、
村
交
通
安
全
母
の
会
の

中
川
会
長
が
斎
恵
美
子
校
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
�

　
地
域
全
体
が
関
心
を
持
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
を
悲
惨
な
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
�

ゆ
う
　
や
�

安
全
安
心
な
学
校
生
活
を
願
い
�

新
一
年
生
へ
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
�

は
や
　
と
�

ひ
ろ
む
�

ま
さ
�

さ
ち
　
こ
�

な
お
�

話題�むら
の

TOPICS
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米田保育所最後の記念撮影となりました。歴史はいつまでも�

桜庭昇さん�

崎廣真紀さん�

桜
庭
さ
ん
の
作
品
�

崎
廣
さ
ん
の
作
品
�

　
米
田
保
育
所
（
上
野
　
夫
施

設
長
・
園
児
11
人
）
の
終
了
式

と
閉
所
式
が
3
月
26
日
行
わ
れ

ま
し
た
。
昭
和
46
年
米
田
児
童

館
と
し
て
開
所
以
来
、
米
田
地

区
の
子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
、

36
年
間
、
２
２
７
人
の
子
ど
も

た
ち
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
�

　
全
国
的
な
少
子
化
は
当
村
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
地

域
が
惜
し
む
中
、
園
児
数
の
減

少
に
よ
り
18
年
度
で
閉
所
と
な

り
ま
し
た
。
�

　
式
で
小
田
祐
士
村
長
は
「
地

域
に
愛
さ
れ
て
き
た
保
育
所
で

し
た
が
、
適
正
規
模
で
の
良
質
�

な
保
育
を
続
け
て

行
く
た
め
に
、
施

設
の
統
廃
合
な
ど

全
体
的
な
見
直
し

の
中
で
閉
所
と
な

り
ま
す
が
、
思
い

出
は
い
つ
ま
で
も

残
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
�

　
会
場
は
、
感
極

ま
っ
た
園
児
や
保

護
者
、
地
域
の
人

た
ち
の
涙
ぐ
む
姿

で
染
ま
り
ま
し
た
。
�

　
4
月
か
ら
は
、

全
児
童
11
人
の
う

ち
4
人
は
野
田
小

へ
入
学
し
、
在
園

児
は
野
田
村
保
育

所
や
玉
川
保
育
所

へ
入
所
し
ま
し
た
。
�

米
田
保
育
所
が
36
年
の
歴
史
に
幕
�

米
田
地
区
の
子
育
て
支
援
拠
点
�

　
「
前
回
の
受
賞
か
ら
2
年
の
�

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
。
今
回
の

受
賞
は
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
ぐ

ら
い
の
重
み
が
あ
り
と
て
も
う

れ
し
い
。
次
も
や
る
ぞ
と
い
う

活
力
に
な
る
」
と
話
す
桜
庭
さ

ん
。
同
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
で

は
、
過
去
に
4
回
の
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
は
じ
め
、
計
13
回
の

入
賞
・
入
選
歴
を
持
つ
。
�

　
ポ
ス
タ
ー
は
「
油
断
せ
ず
い

つ
も
心
に
初
心
者
マ
ー
ク
」
の

標
語
に
合
わ
せ
て
、
車
の
運
転

手
の
ほ
か
に
猫
と
犬
が
同
乗
し
、

左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
い
る

と
い
う
構
図
。
見
る
人
を
和
ま

せ
る
よ
う
に
と
同
乗
者
に
動
物

を
選
び
、
一
目
で
分
か
る
よ
う

に
、
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
心
掛
け
た
。
�

　
今
後
は
、
5
度
目
の

内
閣
総
理
大
臣
賞
の
受

賞
と
、
東
京
の
美
術
大

に
在
学
中
の
寛
也
さ
ん

と
の
親
子
入
賞
を
狙
う
。
�

　
「
受
験
勉
強
の
真
っ
最
中
で
�

大
変
で
し
た
。
テ
ー
マ
に
合
わ

せ
た
絵
を
描
く
こ
と
も
大
変
で

し
た
が
、
そ
の
大
変
な
と
こ
ろ

も
好
き
で
す
」
と
崎
廣
さ
ん
。
�

ポ
ス
タ
ー
は
「
青
だ
け
ど
車
は

わ
た
し
を
見
て
る
か
な
」
の
標

語
に
、
横
断
歩
道
を
渡
る
歩
行

者
と
車
が
お
互
い
に
意
識
を
通

じ
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
。
お
互
い
が
交
通
安

全
を
意
識
し
て
い
れ
ば
、
事
故

は
起
こ
ら
な
い
の
で
は
と
感
じ

た
か
ら
だ
。
�

　
「
高
校
で
は
美
術
部
に
入
部
�

し
た
の
で
、
好
き
な
絵
を
た
く

さ
ん
描
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
�

�

　平成19年使用の「交通安全ポスターデザイン」(全日本交通安全協会、
毎日新聞主催、内閣府、警察庁など後援)の入賞・入選者が３月11日発�
表されました。全国からの応募の中、一般部門で中新山のグラフィッ
クデザイナーの桜庭昇さん(66)と、子ども部門で県立久慈東高校１年
の崎廣真紀さん(15)＝受賞当時は野田中３年＝がそれぞれ佳作に選ば
れ、県内から２人だけの受賞者が当村から選ばれました。�

桜庭昇さん、崎廣真紀さん�
「全国交通安全ポスターデザイン」全国で入賞�

か
ん
　
や
�

話題�むら
の

TOPICS
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LIBRARY

　春ですね。私はお花見ができるのを楽しみにして

います！�

　３月は卒業式がありましたね。ニュージーランド

は、主に高校で卒業式があります。日本と同じよう

に、校長先生やＰＴＡ会長さんのあいさつ、卒業証

書の授与、国歌・校歌斉唱を行います。�

　わたしは、中学校と小学校の卒業式に出席しまし

た。正装した生徒も、はかま姿の先生やお母さんた

ちも美しく、みんな誇り高く見えました。中学校の

合唱は練習から聴いていたので、どれだけ努力した

かも知っていました。本番は本当にきれいな歌声で

感動しました。小学校では合奏団の演奏もあり、思

い出に残る卒業式になりました。�

　中学校を卒業した皆さん、高校生活でもきっと素

晴らしいものになるでしょう。わたしを見かけたら

いつでも「Ｈｉ！」と声をかけてくださいね。�

　小学校を卒業した皆さん、４月からは私と一緒に

楽しく英語を勉強しましょう！部活に勉強に、頑張

ってくださいね。�

卒業式の思い出�

　４月１日からアジア民族造形館が冬期休館を終え

てオープンしています。開館時間などは以下のとお

りです。ぜひご来館ください。�

【開館時間】９：00～17：00�

【休　館　日】月曜日（祝祭日の場合は、その翌日と�

　　　　　　なります）�

【入　館　料】一般 300円、大学生 200円、�

　　　　　　小・中学生 100円、乳幼児無料�

　　　　　　20名以上の団体は１人50円引き�

【冬期休館】12月31日～３月31日�

【問い合わせ先】アジア民族造形館 ☎78－3252�

■新刊情報�
・鈍感力／渡辺淳一�

・戦場のニーナ／なかにし礼�

・ぼくの手はきみのために／市川拓司�

・アルゼンチンババア／よしもとばなな�

・不動心／松井秀喜�

・小学五年生／重松清�

・一瞬の風になれ(第二部､第三部)／佐藤多佳子�

・ニッポン泥棒／大沢在昌�

・このベッドのうえ／野中柊�

・若くない日々／藤堂志津子�

・朝日のようにさわやかに／恩田陸�

・林往期／五木寛之�

■５月の『おはなし会』�
　図書館ボランティアグループ「あっぷっぷ」によ

る読み聞かせの会です。手遊び、歌遊びなどもあり、

子どもから大人まで楽しめる内容です。�

　５月から第２土曜日の開催になります。�

【日時】５月12日(土) 10：30～11：00�

【場所】村生涯学習センター　研修作法室�

【問い合わせ先】村立図書館 ☎78－2938�

アジア民族造形館オープン！�

卒業生の「呼びかけ」。一つ一つの言葉に思いが�
込められ、感動しました�

の
だ
焼
き
の
泉
田
之
也
氏
の
作
品
も
展
示
中
�

図書館だより�

生�涯�学�習�コ�ー�ナ�ー�
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　春の狂犬病予防注射と登録受付を右表の日程

で行います。生後91日以上の犬の飼主は、毎年

１回、狂犬病予防注射を受けさせることに法律

で定められています。愛犬のためにも忘れずに

予防注射をしましょう。対象地区以外でも受け

ることができます。�

【実施日】５月24日（木）�

【料金】新規登録の犬　6,100円、登録済みの犬

　3,100円�

【用意するもの】新規登録の場合は印鑑が必要

です。役場から送られた「予防注射実施案内ハ

ガキ」を必ずお持ち下さい。�

【問い合わせ先】役場住民福祉課 ☎78－2927�

飼っている犬がいなくなったら…�

・すぐに役場か保健所に届け出てください。

首輪の有無に関わらず1週間程度で処分され

ます。手遅れになる前に届け出ましょう。�

　また、登録した犬が死亡した場合や、所有

者が変更になった場合も役場住民福祉課に届

け出て下さい。�

犬のフン害でお困りの方へ…�

・犬のフン害防止看板を、２週間程度無料で

貸し出します。枚数に限りがございますので、

お問い合わせ下さい。�

「
酒
は
百
薬
の
長
、
�

　
　
さ
れ
ど
百
毒
の
長
」
�

保
健
室
だ
よ
り
�

中村佳津美�
保健師�

　
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
歓

迎
会
や
花
見
で
、
お
酒
を
飲
む
機
会
�

が
多
く
な
り
ま
す
。
「
酒
は
百
薬
の
�

長
」
―
。
お
酒
を
飲
む
人
が
よ
く
口

に
す
る
言
葉
で
す
が
、
適
正
な
飲
酒

量
で
あ
れ
ば
の
話
で
す
。
節
度
あ
る

適
度
な
飲
酒
と
は
、
一
日
平
均
一
合

程
度
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
い
う

一
合
は
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
20
㌘
程
度

を
い
い
、
主
な
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に

換
算
す
る
と
ビ
ー
ル
５
０
０
ml
、
清

酒
一
合
、
焼
酎
１
０
０
ml
、
ワ
イ
ン

２
０
０
ml
な
ど
と
な
り
ま
す
。
多
量

飲
酒（
一
日
三
合
以
上
）を
続
け
て
い

る
と
依
存
症
、
肝
臓
や
膵
臓
の
病
気
、

命
に
か
か
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
�

　
特
に
未
成
年
者
の
飲
酒
は
、
発
達

途
上
の
心
身
に
大
き
な
悪
影
響
が
あ

り
ま
す
。
�

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」
の
反
対
語
に
�

「
酒
は
百
毒
の
長
」
と
い
う
言
葉
が
あ
�

り
ま
す
。こ
れ
は
徒
然
草
の
中
の「
酒

は
百
薬
の
長
と
は
い
え
ど
、万（
よ
ろ

ず
）の
病
は
酒
よ
り
こ
そ
起
こ
れ（
害

毒
と
い
わ
れ
る
も
の
の
中
で
酒
は
最

た
る
も
の
で
あ
る
、
度
を
過
ぎ
た
飲
�

酒
は
病
気
の
も
と
に
し
か
な
ら
な
�

い
）」
か
ら
き
て
お
り
、
深
酒
を
戒
め

る
言
葉
の
一
つ
で
す
。
�

　
適
正
飲
酒
と
並
ん
で
大
事
な
の
が

い
わ
ゆ
る
「
休
肝
日
」。
こ
れ
が
多
い

人
ほ
ど
死
亡
率
が
低
く
な
る
と
い
う

研
究
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
�

　
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
薬
に
も
毒

に
も
な
る
お
酒
。
お
酒
と
長
く
付
き
�

合
う
に
は
、「
ほ
ど
ほ
ど
」が
大
事
で
す
。
�

適
正
飲
酒
十
か
条
�

一
、
笑
い
な
が
ら
共
に
、
楽
し
く
飲
�

　
も
う
�

二
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
と
�

三
、
食
べ
な
が
ら
飲
む
習
慣
を
�

四
、
自
分
の
適
量
に
と
ど
め
よ
う
�

五
、
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
�

六
、
人
に
酒
の
無
理
強
い
を
し
な
い
�

七
、
薬
と
一
緒
に
は
飲
ま
な
い
�

八
、
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
薄
め
�

　
て
�

九
、
遅
く
て
も
夜
12
時
で
切
り
上
げ
�

　
よ
う
�

十
、
肝
臓
な
ど
の
定
期
検
査
を
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉

課
☎
78
―
２
９
２
８
�

犬の登録と狂犬病予防注射の実施日程�
狂
犬
病
の
予
防
注
射
お
忘
れ
な
く
！
�

　8：40～　8：50� 下 明 内 �

対象地区�

下 明 内 公 民 館 �

　8：55～　9：05� 中 平 �中 平 公 民 館 前 �

　9：10～　9：15� 上 明 内 �旧上明内公民館付近�

　9：25～　9：30� 大 葛 �大 葛 公 民 館 前 �

　9：35～　9：45� 種 綿 �種綿バス停付近�

　9：50～　9：55� 横 合 全 域 �横合中央公民館前�

10：00～10：05� 間 明 �間 明 公 民 館 前 �

10：10～10：15� 日 形 井 �日形井バス停前�

10：20～10：30� 沢 山 �沢 山 バ ス 停 前 �

10：35～10：45� 和 野 平 �和野平バス停前�

10：50～11：00� 米 田 �米田公民館付近�

11：05～11：20� 上・下泉沢�泉 沢 公 民 館 前 �

11：25～11：35� 南 浜 �南 浜 公 民 館 前 �

11：40～12：00� 玉川・玉鉱�旧漁協玉川支所前�

13：15～13：25� 根 井 �根 井 公 民 館 前 �

13：30～13：35� 下 安 家 �下安家公民館前�

13：50～14：00� 中 沢 �中沢ＪＲバス停前�

14：05～14：10� 広 内 �広 内 公 民 館 前 �

14：15～14：25� 港・下新山�港 公 民 館 前 �

14：30～14：45� 上・中新山�新 山 公 民 館 前 �

14：50～15：10� 北 区 �村田歯科医院向�

15：15～16：00� 上記以外の地区�野 田 分 署 前 �

日　　時�月  日� 実  施  場  所�

5
月
24
日
（
木
）
�
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固　定　資　産　税　の　縦　覧　・　閲　覧�固　定　資　産　税　の　縦　覧　・　閲　覧�

北海道様似町●●94�
友好町村だより�

アポイの樹風呼ぶまち�
こ　かぜ�

　
和
助
地
蔵
奉
賛
会
（
佐
々
木
健
一

代
表
）
が
主
催
し
て
行
わ
れ
る
春
の

恒
例
行
事
、「
和
助
地
蔵
」
の
例
祭
が

町
内
幌
満
に
あ
る
地
蔵
堂
で
3
月
21

日
に
開
催
さ
れ
、
地
域
の
住
民
が
和

助
を
し
の
び
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
�

　
斉
藤
和
助
は
江
戸
時
代
（
寛
政
11

年
ご
ろ
）
岩
手
県
か
ら
幌
満
に
移
り

住
み
、
人
家
の
少
な
い
そ
の
当
時
に

あ
っ
て
、
和
助
は
地
方
民
と
し
て
江

戸
幕
府
に
協
力
し
、
様
似
山
道
の
開

削
工
事
な
ど
大
い
に
活
躍
し
た
の
で
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
冬
島
海
岸

か
ら
幌
満
海
岸
ま
で
の
海
産
物
の
自

由
採
取
権
や
そ
れ
に
付
随
す
る
海
産

干
場
の
自
由
使
用
権
な
ど
幕
府
か
ら

与
え
ら
れ
、
地
域
の
漁
業
の
発
展
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
人
望
も
厚
く
、

多
く
の
住
民
か
ら
慕
わ
れ
た
好
人
物

で
し
た
が
、
１
８
６
２
年
（
文
久
2

年
）
幌
満
の
人
々
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
、

こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
�

　
和
助
地
蔵
は
、
１
８
６
４
年
（
元

治
元
年
）
に
地
域
住
民
の
手
に
よ
り

建
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
お
堂
が
建
て

ら
れ
、
数
回
の
移
転
改
築
を
経
て
、

現
在
は
幌
満
ト
ン
ネ
ル
を
え
り
も
方

向
に
抜
け
、
国
道
3
3
6
号
線
沿
い

の
幌
満
新
橋
の
左
た
も
と
に
地
蔵
堂

が
あ
り
ま
す
。
�

　
和
助
が
地
域
に
残
し
た
功
績
を
た

た
え
、
こ
れ
か
ら
も
和
助
地
蔵
奉
賛

会
が
中
心
と
な
っ
て
例
祭
を
継
続
し
、

い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
後
世

に
語
り
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
�

和
助
地
蔵
尊
例
祭
�

　納税者の皆さんの信頼や評価事務の適正・公正さを確保するため、次のとおり役場税務課で課税台帳

などの縦覧・閲覧ができます。�

【閲覧期間】５月１日(火)まで（土・日曜日、祝祭日を除く)　※２､３は通年閲覧できます�

【時　　間】８：30～17：30�

【閲覧場所・問い合わせ】役場税務課 ☎78－2930

　村では４月から、村民の皆さんが１階で全ての用が足せる
ように２階にあった地域整備課を１階に移しました。これに
よって、今までの窓口業務と合わせ、上下水道の料金支払い
や、村道の相談受け付け業務などが１階で全て行うことがで
きます。�
【問い合わせ先】役場総務課 ☎78－2111

窓口業務を持つ課を１階に集約�1
階
に
移
っ
た
地
域
整
備
課
�

　 ※上記の制度を利用する際、身分証明や土地売買など事実を証明する書類が必要です。�

土地・家屋価格等縦覧帳簿�
（所有者掲載なし）�

公開を希望するすべての人�

他の土地や家屋の評価額を比較できま
す。縦覧期間中の手数料は無料�

村内36地点の標準宅地の位置や価格を
見ることができます�

3 標準宅地の基準価格�

村内にある土地・家屋の固定資産税の
納税者（家族、代理人を含む）�

固定資産課税台帳�
所有、または借りている土地や家屋の�
台帳の閲覧ができます（該当資産のみ） 

固定資産税の納税義務者（家族、代理
人を含む）、借地・借家人など�

内　　　　　容� 対　　　象　　　者�見ることができる帳簿など�

1

2
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〜
テ
ー
マ「
卯
月
」〜
�

き
よ
う
彼
岸
中
日
な
れ
ば
枝
切
り
も
�

�
　
　
休
む
が
よ
し
と
老
妻
は
諫
め
る
　
　
　
　
　
　
岩
岡
　
野
雲
�

あ
ど
け
な
さ
残
る
女
子
ア
ナ
被
災
地
の
�

�
　
　
実
況
ニ
ュ
ー
ス
に
緊
迫
感
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

鄙
歌
や
祖
母
を
偲
び
て
口
ず
さ
む
�

�
　
　
ね
ん
ね
の
お
も
り
は
ほ
ど
こ
掘
り
に
　
　
　
　
岩
山
　
晶
川
�

早
春
の
風
ま
だ
さ
む
き
陽
だ
ま
り
に
�

�
　
　
福
寿
草
の
花
は
咲
き
て
い
し
　
　
　
　
　
　
　
藤
村
　
夢
路
�

登
り
ゆ
く
松
山
林
春
風
に
�

�
　
　
松
の
花
粉
の
け
ぶ
り
立
つ
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

雑
路
や
行
き
交
う
車
す
り
ぬ
け
る
�

�
　
　
セ
キ
レ
イ
目
守
れ
ば
ゆ
う
ゆ
う
飛
び
去
る
　
　
福
盛
田
信
子
�

菜
種
市
求
む
人
等
の
寄
り
来
て
は
�

�
　
　
会
話
の
尽
き
ぬ
春
だ
か
ら
こ
そ
　
　
　
　
　
　
古
山
　
静
香
�

�登
校
児
身
丈
に
余
る
嚏
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
勲
�

掌
を
椀
に
し
て
汲
む
冬
泉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

春
風
の
道
一
筋
や
野
辺
送
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

庵
跡
は
松
藾
ば
か
り
西
行
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

母
と
居
て
戻
る
年
月
春
炬
燵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

鴬
の
初
音
に
き
び
し
今
朝
の
ひ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
山
　
晶
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小
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�新
年
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今
朝
も
さ
わ
や
か
「
ど
ん
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れ
」
　
　
　
　
小
林
セ
ツ
子
�

む
ら
の
文
芸
�

む
ら
の
文
芸
�

つ
　
ま
�
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さ
�

ひ
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�

短　　歌�

ま
　

も
�

く
さ
め
�

う
　
づ
き
�

う
す
　ご
お
り
�

川柳� 俳　　句�

　野田駐在所に着任しました田　好美です。久し

ぶりに見た野田の海は、荒々しさとやさしさを持

った雄大なものでした。�

　安全で安心な野田村にするため、精一杯頑張り

ますので、皆さんのご協力をお願いします。�

　４月は入学、入園の時期です。子どもたちの交

通事故には十分ご注意ください。�

　４月から、村の職員に２人の仲間が増えました。

主な仕事などを紹介します。�

よろしくおねがいします�
駐在所だより�

昭和46年岩手県警

採用。北上、盛岡、

遠野、岩泉署、高

速道路交通警察隊、

二戸署等に勤務。

久慈市長内町出身。

駐在所では、妻と

二人暮らし。�

プロフィル�

村のために頑張ります�

【問い合わせ先】�

　久慈警察署野田駐在所 ☎78－2161

新しい村職員を�
　　よろしくお願いします！�

○行政区　港�

○主な仕事の内容�

　体育施設の管理、スポ

少など�

○村を見て、声を聞いて、

村のためになることを考

えていきたいと思います。�

○行政区　下安家�

○主な仕事の内容�

　行政連絡員、バスの運

行管理など�

○仕事を覚えて、早く一

人前になりたいです。�

教育委員会事務局�

主事 中野　誠 (22・左)
総務課�

主事 島川英知 (24・右)
ひで　とも�

た　こう　よし　み�
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久慈工野球部が手作りベンチをプレゼント�3/17 イトーヨーカ堂大宮店でホタテをＰＲ�

職業能力開発研修のご案内�国家公務員を募集�

�

�

�

�

�

�

【講習時間】９：00～16：00�

【問い合わせ先】久慈職業能力開発

センター☎53-6261�

　人事院では、国家公務員採用Ⅲ種

試験（高校卒業程度）を行います。�

【受付期間】６月26日（火）～７月

３日（火）�

【一次試験】９月９日（日）�

【問い合わせ先】人事院東北事務局

第二課試験係☎022-221-2022�
【ホームページ】

go.jp/saiyo.saiyo.htm

5/31は自動車税の納期限です�ジョブカフェの名称変更�

　自動車税は、４月１日現在の自動

車の所有者が納める県税です。�

　４月下旬に発送される納税通知書

で、期限までに納めましょう。�

【問い合わせ先】久慈地方振興局企

画総務部☎53-4986�

　「ジョブカフェいわて・サテライ

ト久慈」は、４月１日から「ジョブ

カフェ久慈」に名前が変わりました。

引き続き仕事探し、企業活動の総合

サポートを行います。お気軽にお立

ち寄りください。�

【問い合わせ先】☎・FAX53-3344�
【ホームページ】http://www.i-

yamase.net/jobcafe/

広報クイズ�広報クイズ�広報クイズ�

お�知�ら�せ�

次の問題の正しい答えをはがきに書いて
お送りください。�

　18年度、村から排出された可燃ごみの
量は1,588㌧で、焼却処分に2,875万円の�
税金が使われました。もし、村民１人が、�
１日200㌘の生ごみの水分を切ってから�
捨てると、処理費用はいくら削減される
でしょうか？次の３つ中から選んでくだ
さい。�
�
１．約672万円�
２．約336万円�
３．約168万円�

【応募方法】�
　はがきにクイズの答えと住所・地区名、
氏名、年齢を明記してお送りください。
正解者の中から抽選で３人にのんちゃん
グッズをプレゼントします。応募は一人
１通。当選者発表とイラスト、声の欄の
氏名掲載はなるべく本名とします。�
�
�
�
�
�
�
�
【締め切り】�
　平成19年５月７日(月)（当日消印有効）�

　広報や村に対する質問、身近な話題な
どお寄せください。いろんな情報、「ちょ
っと一言」情報交換も大歓迎！�
【広報クイズ当選者】�
　３月号の答えは３「鮮やかな緑色」で
した。当選した皆さんおめでとうござい
ます。�
　・鈴　木　彩　花　さん（中平）�

のんちゃんグッズが当たる！�

あ
な
た
に
も
�

　
き
っ
と
当
た
る
！
�

・イラスト�

・聞きたいこと�

・耳寄りな話�

　　　　　　など�

　何でもＯＫ！�

028－8201

野
田
村
大
字
野
田
�

　
　
　
　
　
20
―
14
�

住
所（
地
区
）・
氏
名
・
年
齢
�

広
報
の
だ
　行
�

か� た�ん�ん� 択�3

ブライダルは�
イエローマジックＫへ�
ブライダルは�

イエローマジックＫへ�

ヘアカラー�

キャンペーン�キャンペーン�

髪に優しいヘアカラー�

カラーバリエも豊富な新しいカラー登場!!

5％OFF5％OFF

頭皮に優しいヘアカラー�

5月3
0日まで�

久慈市宇部町14－89－3�
TEL・FAX 0194－56－2299

http://www.jinji.

月　日�

5/23～24�

6/ 6 ～ 7�

5/30～31�

研修内容�

Word・Excel入門Ⅱ�

Word・Excel入門Ⅰ�

ガーデニング基礎Ⅰ�

Excel　VBA6/20～21� 6/ 6�

6/13～14�Word・Excel応用�

申込期限�

5/16�

5/23�

5/30�

5/ 9�

【日時】５月８日(火)10：30～12：00�

【場所】久慈市保健センター�

【内容】整形外科（補装具）�

※5月1日までに申し込みが必要です。�

【問い合わせ先】役場住民福祉課�

☎78-2927(内線131)�

　冬季間休止をしていたラジオ体

操の放送を、５月１日から再開し

ます。体力の増進、健康づくりに

お役立てください。�

身体障害者の巡回相談�

ラジオ体操の放送が始まります�

　４月１日から、３歳児未満

の児童手当が一律10,000円に

なりました。今回の改正につ

いては、手続きは必要ありま

せん。�

【問い合わせ先】役場住民福

祉課☎78-2927(内線131)�

３歳未満の児童手当が�
一律月額10,000円に�

こどもの日ケーキ�こどもの日ケーキ�こどもの日ケーキ�

〒028-8201�
九戸郡野田村大字野田20-25-5�

ＴＥＬ0194-78-2538�
　　　ＦＡＸ 0194-78-4126

当店おすすめ！�
ショコラクラシック　230円�

イチゴタルト　260円�

モンブラン　250円�

カスタードシュークリーム  110円�

平成19(2007)年4月号　No.409　広報のだ�18

ご予約承り中

のんちゃんグッズが当たる！�のんちゃんグッズが当たる！�
おなかが液晶画面のクリーナーになってるよ！�



２倍�２倍�

県職員の採用試験を行います�

講習会を開催します�

■甲種防火管理者資格取得講習会�
【実施時期】６月７日(木)～８日(金)�
【会場】久慈市防災センター�
【定員】100人�
【講習料】6,000円(テキスト代を含む)�
【受付期間】５月７日～30日�
■危険物取扱者試験と準備講習会�
○危険物取扱者試験�
【試験日】６月30日(土)�
【場所】久慈市防災センター�
【申込期間】５月11日～21日�
○準備講習会�
【講習日】６月９日～10日�
【場所】久慈市防災センター�
【申込期間】５月１日～６月１日�

【問い合わせ先】久慈消防署☎53-0119、�
野田分署☎78-2165�
�
�
�
■県職員Ⅰ種�
【一次試験】６月24日(日)�
【受験資格】４月１日現在で21歳以上
29歳未満（学歴不問）�
■警察官Ａ�
【一次試験】７月８日(日)�
【受験資格】４月１日現在で21歳以上
29歳未満（大学卒業者など）�
【受付期間】インターネット…5月1日
～25日、郵送・持参…5月1日～31日�
【問い合わせ先】県人事委員会事務局
☎019-629-6241�

　
今
年
も
広
報

を
担
当
す
る
こ
�

と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
い

つ
も
〆
切
に
追
わ
れ
、
気

が
付
け
ば
1
年
経
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て
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ま
し
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。
今
年
も
こ
ん
な

感
じ
で
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ぎ
て
い
く
の
か

な
と
思
い
ま
す
が
、
取
材

に
お
邪
魔
し
た
と
き
、
カ

メ
ラ
を
向
け
た
と
き
は
、

満
面
の
笑
み
を
向
け
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
笑
顔
を
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さ
ん
に
お
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し
ま
す
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皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え

る
広
報
を
目
指
し
が
ん
ば

り
ま
す
。
�

…
そ
ろ
そ
ろ
野
球
の
準
備
�

し
な
き
ゃ
。
　
（
大
沢
）
�

３月受け付け分（敬称略)�

☆お誕生日おめでとう�

�佐々木　美璃(仙吾・真奈美) 下泉沢�

■ごめい福を祈ります�
　西　前　アサ子(71歳)　　港�
　下　向　　　太(79歳)　種　綿�
　近　藤　よ　ね(89歳)　本　町�
　小笠原　マツミ(78歳)　前田小路�
　土　橋　幸之助(76歳)　上泉沢�

　掲載を遠慮される人は、届け出
のときに戸籍係に話してください。�
　届け出の期間は、出生届が生ま
れた日を含めて14日以内、死亡届
は７日以内です。�

　　男　　2,501人（－14）�
�　女　　2,584人（－18）�

�　計　　5,085人（－32）�
�世帯数　1,657戸（－  2）�
村内の交通事故　人身事故　０件�
　　　　　　　　物損事故　６件�
●救急車出動件数　　　　14件�
�　　　　 （うち村外　 １件）�
●飲酒運転検挙者数　　　０人�
（平成18年８月からの累計０人）�

み　 り�

戸籍　窓口�の�

　インターネットでユーザーID・パスワードを取得して自分の年金加入
記録をいつでも見ることができる「年金個人情報提供サービス」が便利
です。�
�これまでの年金加入期間について、以下の記録をご確認いただけます。�
　①これまで加入していた公的年金制度の加入履歴�
　（加入制度、事業所の名称、資格取得・喪失年月日、加入月数など）�
�②国民年金の保険料納付状況�
�③厚生年金・船員保険の標準報酬月額、標準賞与額など�
�※提供する年金加入記録は毎月１回更新いたします。�
�社会保険庁ホームページ（http://www.sia.go.jp/）から24時間いつ
でも確認、お申し込みができます。�
�お申し込みの際は、基礎年金番号が必要となりますので、年金手帳ま
たは基礎年金番号通知書をご用意ください。�
�年金手帳等を紛失してしまった場合は、再発行することができますの
で、役場住民福祉課へお問い合わせください。�
【問い合わせ先】�
二戸社会保険事務所☎0195－23－4111、役場住民福祉課☎78－2928

自分の年金加入記録を確認しませんか？�

人のうごき〈３月末現在〉�人のうごき〈３月末現在〉�

年金です�

ひ
と
い
き
�

ほっと�

九戸郡野田村大字野田28-12-7�
TEL 0194－78－2475

村民
の皆
様には

いつもお世話になっております

勝手ながら�
５月４日は�
休ませて頂きます�

七福スタンプ�

さしあげます�

七福スタンプ�

５月は� さしあげます�

R45 道の駅のだ 三陸鉄道陸中野田駅�

九戸郡野田村31-31-1�
物産館 ☎78－4171 FAX78－3370�
　駅　 ☎78－2106 産直71－1700

観　光�
物産館�

陸中海岸国立公園 旅の思い出お買い求め処�

250円(菊入)250円(菊入)
じゃん

ぼソフ
トも�

あるヨ
！�じゃん
ぼソフ

トも�

あるヨ
！�350円

�
350円

�

ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
�

3/20 野田小卒業式�

新
一
年
生
集
団
下
校
の
�

練
習
中
で
す
�

お詫びと訂正�
　広報のだ３月号の４㌻「準優勝と優秀
賞に輝く」の本文中、岩山恭平くんと中�
川拓弥くんの野田小５年は「野田小６年」、�
７㌻「生涯学習大会」の読書感想画小学
校高学年の部、優秀賞の前川欄さんは「前
川蘭」さん、12㌻の「窓口時間などが変わ
ります」の住民福祉課の問い合わせ電話
番号は、「☎78－2928」の間違いでした。お
詫びして訂正します。�

飲酒運転は絶対にダメ！�

19 広報のだ　No.409　平成19(2007)年4月号�



◯大正義感が強いおでんくん、シャ�
　 レたウインナーくん、ガキ大将�
　 のジャガー。今日は何して遊ぶ？�

明
内
美
咲
さ
ん（
北
区
・
11
歳
）
�

明
内
美
星
さ
ん（
北
区
・
７
歳
）
�

中
村
果
歩
さ
ん（
大
葛
・
10
歳
）
�

米
田
早
世
さ
ん（
米
田
・
9
歳
）
�

丹
治
沙
津
生
さ
ん（
中
平
・
９
歳
）
�

鈴
木
彩
花
さ
ん（
中
平
・
９
歳
）
�

鈴
木
大
智
く
ん（
中
平
・
８
歳
）
�

関
畑
瑠
夏
さ
ん（
門
前
小
路
・
９
歳
）
�

米
田
麻
乃
さ
ん（
米
田
・
11
歳
）
�

小
野
莉
加
子
さ
ん（
中
平
・
７
歳
）
�

さ
と
う
か
ん
な
ち
ゃ
ん
（
門
前
小
路
・
５
歳
）
�

下
道
冬
弥
く
ん（
北
区
・
６
歳
）
�

林
崎
美
紀
奈
ち
ゃ
ん
（
前
田
小
路
・
４
歳
）
� ◯大２人が行く舞踏会�

　 の先は…�
◯大鼻がまめっち!?◯大春がいっぱいです！�

◯大月島きらりと日渡�
　 星司かな？�

◯大ぬいぐるみのスクラン�
　 プ。リロの手作りです�

◯大全身キラリン!?

◯大鉛筆で書いてあってダーク�
　 ライの雰囲気が出てます�

◯大答えに合わせたグ�
　 リーンの洋服�

◯大きらりと対照的にまったり�
　 カメ�

◯大「ハ～イ！スポボブ」。キレイ�
　 なタッチの絵です�

◯大おいしそうなクッキーに囲ま�
　 れたクッキーモンスター�

◯大たくさんのモンスターボール。�
　 どんなモンスターが潜んでい�
　 るかな？�

植物油、大豆インクを使用しています�

　古紙配合率100％再生紙を使用しています�

広
報
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食
べ

物
な
ど
で
は
、
日
本
酒
と
お
菓

子
が
大
好
き
で
す
。
�

―
自
分
の
性
格
は
�

　
お
金
を
大
切
に
す
る
こ
と
は

良
い
こ
と
だ
け
ど
、
ビ
ン
ボ
ウ

症
と
い
う
く
ら
い
大
切
に
し
す

ぎ
る
。
�

―
ほ
し
い
も
の
、
目
標
は
�

　
セ
ル
シ
オ
か
シ
ー
マ
が
欲
し

い
�

―
村
に
つ
い
て
�

�
働
く
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
い
い
な
�

―
次
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
�

�
玉
川
の
金
子
昌
子
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。
�

し
ょ
う
　こ
�

体
重
が
減
ら
な
い
！
飲
み
す
ぎ
？
寝
す
ぎ
？
�
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